手を棄 てて 孟 買に 帰る 途中であった。 英国の 専制の な 

かに 宙を 乗った 彼等が セント • ジョ ウジ • プレスから 

スヮ トウ ひ どうら 

汕頭 人の 車夫に 曳 かれて、 銅羅 湾の 火薬庫の 挙 壁を眺 

せきとう ほう 

めながら 石塘 嘴の 万国 館に 入る のであった。 

いろ あ 

ここで タ— バン を 巻いた 印度人、 皮膚の 色褪せた ぺ 

ルシャ 人、 半 黒 焼の マレ ー 人、 亡国 的な ポルトガル 人 

などの 群に 交って 北京 を 出発して から 半 ヶ月 後、 支那 

の 現代の システムに 出現した 支那 女との 恋を棄 てて 北 

京 以来の 友で ある 陳子 文と 来 良 は 病み 疲れて いた。 武 

漢の 共産軍が 敗れ、 上海の 市街戦で 同志 は 一 掃され、 

ボロジン は 九 江より 南昌に 〔# 「南昌 に」 は 底本で は 「南 



夜が 更ける と、 米 良 は陳子 文と ィ サック を 伴って 電 

車路 から クィンス • スタ チウの 花園の 附近に ある マダ 

ム • レム ブルクの 夜の 家 を 訪れる。 

もと ロスアンゼルスに いた 奔 逸な レム ブル グは若 い 

二 ュ —ョ— ク 

急進派の 恋人 を 紐 育の ュ 二 オン • スク ェャ— で 反動 

団体の ために 銃殺され てから 港々 に 赤い 花 を 生長 さし 

たが、 其 後 マルセ— ュの カバ レット. トァ. ズン ドル 

の 踊 子附の 美容師と なり、 後孟 買から 香港に やって き 

て レム ブル グ 美容院 を 開いて、 豚 毛と 女の 髪の毛 を 

文咸 街の 取引所に 提出して 数年、 彼女 は 近代の 革命の 

顔と 共産主義 を 奉ずる 労働者の 赤い 顔 を 見知 つてし 



まった。 

彼等 は マダム • レム ブルダの 家で アン グロ • サクソ 

ン の英諾 威人、 ケント 族の 仏 伊人、 スラブの 露塽 人、 

アイ ォニ アンの 血族 希臘 人の 商人、 オット マン 帝国の 

土 耳 古人 等と 夜食 を 共に する のであった。 彼女 は 彼等 

に 貴族の 末路 を 象徴す る ブカレスト 生れの 軽騎兵の 肖 

力 力と 

像と、 人間の 過去の ミイラと、 女の 踵 を 提供した。 レ 

ム ブルダ 美容院で 女の 肉体 を 占領した 同志 は 同時に 自 

己の 領地 を 外国に 棄て たのであった。 

フィリッピ ン 人の ジャズ . バンドが 大広間で 演奏 を 

始める と、 酒杯の 味覚が 米 良 を 興奮 さし、 踊 子の 赤い 



< つ さき 

エナメルの 靴 尖に 打ち つづく 自己の 災難 を 忘れて、 断 

くちびる 

髪した 朝鮮 女と、 口唇 を 馬の ように 開いて 笑う 日本 女、 

めやに 

猫背の 支那 女、 眼 脂の 出た ロシア 女、 シミ— ダンスの 

得意な マレ— 女、 計算 を 爪の なかに かくした 独逸 女の 

腕から 腕 を 地球 を 周遊す るよう に 廻りながら、 マダ 

ム • レム ブルダの 華美な 安 衣裳から 透いて 見える 胴体 

に 潜む 夜の 唱歌 隊を 懐し い 逃亡者の 国土に する ので 

あった。 

彼等の 陰鬱な 思想の 仮装 舞踊、 光線が 性的 魅力に か 

くれて、 ィ サック は ロシア 女の 巨大な 腰の まわりに 赤 

い 旗 を 立て、 陳子文 は 東洋人ら しい どん底 を 日本 女に 



レム ブルダ 美容院の 舞踊 場の 楽隊の 奏でる 哀悼 歌に 合 

唱 して、 米 良 は 柩車の ように 螺旋 をえ がいて 踊リ なが 

ら、 彼 は 絶えず 東 支那 海の 電信 夫が もたらす 秘密結社 

の 女シィ . ファン • ユウの 恋の 便り を 受取った。 いま 

になって 彼 は 恋の 力持ちが 辛うじて 同志の 体面 を 維持 

していた こと を 知る のであった。 レム ブルダの 電信 室 

の 受信器に は 女に 変装して 上海に 逃れた 重慶 共産 主領 

楊 闇 公の 銃殺 を 暗号 電報 は 報ずる のであった。 

マダム • レム ブルダ は 商取引 所に 於ての 最近の 銀の 

相場の 高騰に あって、 軍閥の 勝利 をた しかめる と 同時 

に 同志の 破滅 を 予感した。 



陳独秀 が 呉 松 路通ィ ンタ ナショナル 理髪 館で 変装し 

て 上海の 共同 租界から 各国 兵の 監視 をく ぐって オラン 

ダ 船で 逃れた 当日 は、 彼 は 失業 工人の 一 団を 率いて 特 

別 戒厳令の なかに 潜伏して いた。 ガロン は ロシア 人 共 

産 党員と ともに 上海に 入る と、 直に 大馬路 の 一 隅で 露 

支 共産 会合が 開かれ、 赤衛 軍の 決死隊が 組織され、 党 

員 徽章が 配付され ると 労農 領事館に は 青天白日 旗と ソ 

れんぼう 

ピエット. ロシアの 聯邦 旗が 交錯して 掲げられた。 

ェ ムパシ ー • シァタ ー では ァグレ ヴナ— スラ ビアン 

スキ— 一 座が ロシアの 十七 世紀の クラシック . オペ ラ 



を 開演して いたが、 何故か 時刻に なっても 開場せ ず、 

出 所 不明の インタ ナショナルの 放送 ラジオが 放送局の 

演劇 ラジオと 空中で 火 華 を 散らして 戦った。 マジ エス 

チック. ホテルの ティ ダンス は 閑散と して、 ロシア 人 

の 踊 子の 赤い 踵が 見えず、 他の 金髪 美人 連が ァクビ を 

かみころ していた。 赤色の テロリズムが 東西の 紡績工 

おうま 

場 を 襲った のが 午後 七 時、 黄埔軍 官学 校の 軍艦 飛 鷹 か 

ら 飛行機が 一 台、 上海の 空に 火薬庫 を 装置した。 

ボルシェ ヴィキ に 反対す る 白 系 露 人が ェ 部局の 口 シ 

ァ 義勇兵に 続々 加盟して、 ガ— デ ン • ブ リツ ジ、 

四 川路 橋、 蘇 州 橋 等の 橋 上に 哨兵 小屋 を 急造して 警 



機関銃の 音が 静寂 を 破って 響き渡る たびに 人々 は 

いへき 

黙々 として 家屋の 囲 壁の なかに 自己 を 守護す るので 

あった。 こうして 数 刻 を 経た 後 ガロン は 共産軍 を 組織 

し、 陳独秀 の 率いた 工人と 苦力の 暴民 を 合して 南北の 

橋路に 支那 軍隊と 衝突して 河畔に 対峙し 遂に 市街戦と 

なり、 各国の 陸戦隊が 出動して 共産軍 は 撃退され、 一 

時間 後上 海 は 平穏に 還 つ た。 

しかし この あわただしい 推移 は 単なる 市街戦の 終局 

ではなかった。 この 事件 は洪秀 全の 太平 天国 以来 〔# 

「太平 天国 以来」 は 底本で は 「大平 天国 以来 匕 組織的に 築 

かれた 支那 共産党の 一 つの 滅亡であった。 



三民主義の 進出と ソ ピエット. ロシアの 東方 政策の 

破綻と なった の だ。 武漢 にいる、 鄧演達 等の 同志に 危 

機が 迫り、 ボロジンが 南昌に 去る と、 唐 生智は 反共 産 

となり、 武漢 派の 共産 派 軍隊 は 楊 森 軍の ため 敗れ、 夏 

斗 寅 軍 は 武漢の 背後 城外の 洪山を 占領して 武漢 政府に 

ボロジン、 ガロン 等の 引渡し を 求める に 及んで 共産 分 

子 は 上海に 逃れ、 唐 生智は 南京と 結び 共産 派に ク— デ 

タ ー を 行い、 支那 共産 派 は 崩壊した。 上海に 於け るガ 

ロン、 チル キン ス、 陳独秀 等の 赤色 テロリズムの 敢行 

によって 二十世紀の 支那の 赤い 花が 散り 落ちた。 



落ちる。 

陳独秀 は 空虚と 心 の 暗黒と、 虚無 を感 じて 過去の 傷 

つ いた 事蹟 を 振り かえりながら、 

スゥ トウ 

—— 一 先ず 俺 は ， J れ より 汕頭 に 行き、 其 後 ペトロフ 

の 軍艦で バ ル チック 海から ロシア 入り をす る 決心な の 

だ。 我々 の 離れる ことので きぬ 別離 も、 数年 後 再び 

我々 の 陽光の 下で 俺達 は 嬉しい 邂逅が できる こと を 俺 

は |n ずるの だ！ 

彼 は 空虚な 心の 劇場に 未来の 演出 を 約束す ると、 苦 

しみに たえかねて 米 良 を 抱きしめ ると 力の 抜けた 足音 

を 廊下に 残して 去った。 



海峡から 飛んで きた 伝書鳩が 香港 政庁の 上空で 旋回 

かもめ 

した。 九 竜に 向けて 二重 デッキの 白い ランチが 鷗の 

ように ランプの 尾 を 海水に 引いて 走り だした。 口 ー マ 

ン • カソリック . カセドラルの 屋上に 伊太利の 尼僧が 

ごきとう 

あらわれ ると 御 祈禱を 始めた。 またしても 対岸に 反乱 

まつ。 まつ 

が 勃発した らしい。 来 良 は 尻のと ころに 縫 模様の ある 

緑色の 部屋で 踊 子の ベ ッドに 寝ころんで 天井に 口汚く 

附着した シャンパンの 斑点 をみ つめながら、 病み 果て 

た 病人 のように 透徹した 頭脳で あわただしく 過ぎ て 

行った 赤い 歴史 をめ くるので あった。 踊る 足音が 次第 

とむら い 

に 彼方に 去って 夜が 重なった。 彼 は陳子 文の 葬 の 駒 



良 は 電報 を 開いて 読んだ。 シィ • ファン. ユウが 早朝 

天津から 香港に 向けて 出発す る 知らせで あつ た。 

米 良が 突然、 駄々 を こねて 云う ので ある。 

—— レム ブルダ、 鍵穴 をう めて ください。 そこから 

誰でも これから 起る こと を 妨害し ないた めに！ 

ひるが 

すると マダム • レム ブル グは 素早く 太い 胴体 を 飜 

えして、 この 近代の 機能の 発明家 は 青い 化粧 的で、 牛 

の 舌みたい な 腕で 扉 を 閉める と、 再び 細目に 開けて、 

—— それ どころ です か。 明日の 運命の 墓誌銘 をつ く 

る た めに 妾 は 女 だ て らに 気が狂う ほど 急が しいので す。 

—— レム ブルダ、 貴女の 恋心。 



—— 来 良、 貴方 は 妾 を 世界の 花から 花に 住みかえ る 

毒蛾の ように 思って は ^ 可ない のです。 昔から 女と い 

う もの は 英雄と 革命 を 愛する ことに 変り はない のです。 

それに 近代 女の 賭博 心が 妾の 明日の 事業 欲 を そそる の 

です。 

う つ りぎ 

II 貴女の 移 気な 恋愛の オアシス、 近代 女の 株式、 

同盟 破棄！ 

すると 次の 刻限 を 感じて 彼女が 厳粛な 顔 をす るので 

あった。 来 良 は陳子 文の 死によ つて 北京の 秘密結社に 

おいて 自分と 彼と シィ . ファン • ユウとの 恋愛の 共同 

事業 も、 陳子 文が 過去の 東洋の 虚無主義の 祭壇に 生還 



したの を 感じて、 陳子 文の 古い 伝統の 礼 譲に 敬礼す る 

のであった。 彼 は 何故と も 知らぬ 哀愁 を 感じて うな だ 

れる。 

レム ブルダの 愛情が 彼 を 慰める ように、 

I 妾の 最愛の 子供！ 妾 達が これからの 悪い 運命 

を 待った めに 妾 は 貴方の ための よい 信心家になる ので 

やす 

「お寝み なさい ご と 云う と、 彼女の 靴音が 暁 前の 静寂 

を 遠の いて 行った。 米 良 は 緑の 窓 硝子 を 透いて 地平線 

の 彼方、 数理 的な 朝の 太陽に 銅鑼 湾の 火薬庫の 壁が 傾 

いて 見えるな か を、 露国 飛行家の 操縦す るら しい 単葉 



機が 空中に 水の ような 光 を 発して 広東の 方角に 引返し 

て 行く の を 見た。 

米 良 は 再び 寝床の 中に もぐる と、 今 一 度シィ • ファ 

ン • ユウの 電報 を 開いて 読む のであった。 この 一枚の 

白い 花が 彼の 唯一 の陳子 文の 死骸への たむ けであった。 

西欧 人に 比べ て 東洋人 は 生命 を 苦 もな く棄 てるので あ 

るが、 陳子 文の 死に は 過去から 現代の 過程の なかに 生 

きる 近代的な 苦悶の 潜んで いた こと を 来 良 は 知る ので 

まん、.' つ 

ある。 彼の 魂の 過去への 物持ちが 奔 逸な 現実的な 近代 

主義に 打克っ ことができ なか つ た。 理想主義が 伝統に 

敗れた とき 彼の 理智が 無 記銘な 現在から 彼の 生命 を 



良 は 鋼鉄の ような レム ブルダの 乳房 を 感じた。 

眼が 覚める と レム ブルダの 抜け 殼の跡 は 既に 冷たく 

なって いた。 米 良 は 枕元に 置かれた 二通の 電報 を 開い 

た。 一通 は 上海の 同士から、 一通 は シィ. ファン -ュ 

ゥ から 香港 行 を 中止した 電文であった。 来 良 は 知る の 

であった。 この 電文が 彼女が 黄海から 彼 宛に 発信す る 

最期の 恋の 電流であろう こと を。 

彼女 は どちら かと 云う と 咄嗟の 思い付き を 愛する 女 

で 米 良 は 自分の 桃色の 革命家の 恋心に ついて 悲しまな 

かった。 XX 府の 女、 六 朝の 血を衝 けた 彼女 達の 北方 



軍閥に 対する 憎悪 は、 南方の 組織に 関わらず その 力に 

よ つ て 北方 軍閥の 倒壊 を ま つ て 自己 を擁 力しょう とす 

る 陰謀、 シィ • ファン. ユウ も 目的 を そこに もってい 

た。 ただ 彼女の 支那 女 特有の 秘密 好きな 冷理な 性質が 

秘密結社と 革命の 企業 を 愛し、 東洋 女らしい 敬虔 さが 

ボルシェ ヴィキ の 堅固な 道徳に 陶酔した。 シィ • ファ 

ン • ユウが 来 良に 身 を 委せる とき は、 彼女 は 自分の 演 

じている お 芝居に 有頂天に な つ ている ときで あつ た。 

お 互が お 互の 秘密 を 公開す るの は それが 必要に かられ 

ている からで、 お 互が 精神に デジ ケ ー ト する 古代で は 

なかった。 



部屋に かかつ た 時計の 色模様の 絵画に 午前 八 時の 赤 

い 舌が 飛 出した。 レム ブルダ 美容院の 整頓され た 朝が 

やって きた。 踊 場で は 彼女の 女 弟子 達が 運動 服 をつ け 

て 体操 を 始めて いた。 来 良 は 香港 デ —リ. プレスの 朝 

刊を ひらいた。 そこに は 共産党の 陰謀と 云う 見出しで、 

昨夜の 夜戦に 於て 共産 軍隊 は 広東 軍 官学 校 を 襲い、 激 

ス ヮ トウ 

戦後、 広 九 鉄道 を 破壊して 汕頭 方面に 向けて 敗走した 

せんどう 

が、 再び 共産主義の 煽動に よって 巿 内に 農民 工人 を 一 

きっしょうろ 

団 にした 暴動が 勃発して 吉祥 路の 司令部 を 襲い、 公安 

ぼう あ つ 

局 その他 政府 諸 官庁に 向った が、 軍隊 出動して 防遏、 

其 後 も 各 要路に 小 激戦が 行われた が 今暁に 至 つ て 全く 



鎮静し、 数十 名の 死傷者の あった こと。 政府に あった 

リ ー • シ— • ッ ワン は 今暁 香港に 飛行機で 来り、 直に 

ホテル • マンションに 入った ことが 記事に なって いた。 

緑色の 力— テンが 上昇した。 来 良はビ イク トリ ァ - 

プリ テツ シ ュ • スク ー ルの 学生が、 花園の なかの ジャッ 

クソンの 銅像に 礼拝す る 姿 を 見る のであった。 ジャッ 

クソンの 胸で 孔子 廟が 勲章の 役目 をして いた。 西部の 

パノフ オラム • 口 ー ドに 虹が 浮いて、 香港 は 動乱の 巷 

を 他所に 見て、 植民地 兵の 配列の なかで、 幾重に も巿 

街 を 取 巻いた 軍用 道路の 設置と、 無線電信 台に 集中 さ 

れる 軍国主義の 機密と、 今日の 支那に 関する 利権が 活 



動 を 始めた。 

希臘 商人が 自転車で 忙 がしく 商取引 所 方面に 疾走し 

れきせい くろじゅす 

出す ころ、 マダム • レム ブルダが 瀝青の 浮いた 黒襦子 

の 着物 をつ けて 朝の ミルクの なかで 接吻 をす ると、 海 

峡を船 脚迅く 航行す る 汽艇、 陳独 秀が汕 頭に 行く 姿 を 

指さす のであった。 

力ん た 力 -カる 

レム ブルダが 朝の 情熱に 癇 高い 声 を 震わして 云った。 

—— ああ！ 陳独秀 、貴方 は ライオン. ロックの 高 

嶺 のように 赤裸々 な 方 だから 正義と 自己の 信念 を 愛し 

たのです。 貴方の 汕 頭での 運命 も 広東 軍の 砲撃と、 福 

州 海軍の 攻撃に よって 終って、 西 も 東 も 分らぬ 亡国の 



旅が 始められる のです。 

来 良 は 人心の 泥水に 溶解した 社会に、 孫 文の 人道的 

時代 以前の 歴史 層が 再び 現出した の を 知 つ た。 

—— レム ブルダ、 これから は 今日の 戦勝 者が 明日の 

戦勝 者に 粉砕され る 無意義な 動乱が 揚子江 を 挟んで 軍 

閥の 雇 兵 達に よって 繰 かえされる のです。 人道主義の 

砲弾で さえ 影 を 潜めて 民族に 対する 愛着 をな くした 支 

那の 現在が 資本家と プロレタリアに 分岐され ず、 国内 

に 小 協商、 小 同盟 を 作って プチ. ブルジョワの 戦が 始 

めら れ るので す。 

淡褐色の 沖合に 人間の 死体 を 燃した ような 煙 を 吐い 



ンカチ を 香港の 朝の 風景に 飜 えして、 

—— 妾 達 は 陳独秀 の 健康 を 祈る のです。 陳独 秀！ 

貴方が ご 無事で ある こと を 祈願して、 同志、 万歳！ と、 

彼女 は 晴れ渡った 空に 向って 号ぶ のであった。 

ホテル • マンションに は、 青銅色の 秋が 訪れて いた。 

米 良が 電流に 乗って リ— • シ— • ッ ワンの 部屋に 這 入 

ると、 彼 は 寝台の なかで 外出 着 をつ けて 胸に は 瀝青 を 

めっき 

鍍金した 勲章 を ぶらさげ ていた。 彼の レジ オン • ド - 

ヌ ウル は フランス 政府が 彼の 東洋 流 の 栄養 法が 人口の 

味覚 を 満足 さした 功労に よって、 エリ ゼェの 大統領 官 



邸で 贈与され た (彼 は 巴 里で 生物学 を 研究す るかた わ 

ら党費 を 稼ぐ ために 豆腐 を 製造 販売し ていたので。) 

米 良 は 昨日に 変る リ— • シ— • ッ ワンの 偶像に 対する 

名誉心 を 見て 顔をしかめ るので あつ た。 

すると、 彼 は 寝床へ 起 上る と 笑いながら、 

—— メラ、 俺 は 同志の 懲戒 裁判に 附 せられる ところ 

なの だ。 と、 云う の は 昨日 広東の 事変で 共産軍が 敗れ 

ると、 武漢、 南京、 広東の 三 政府が 提携して 新たに 国 

民 党 中央政府の 設置が 提議され、 俺 は その 委員に 名 を 

連ねた の だ。 国民 政府に 於て 左党の 政策の 欠如が 右党 

ぼう だ い 

に 幸して、 彼等 は 尨大な 小 ブルジョワ を 党に 獲得し、 



くっさき 

彼 は 心持ち 昂奮して 床 を 靴 尖で 叩きながら 立 上る と、 

リ ー • シ— • ッ ワン は 遥か ビクトリア • ビ ー クの 絶景 

い しづえ いちべ つ 

の 化粧され た 文明の 礎 を 一 瞥 して、 

—— 上海に 於け る 陳独秀 の コム ミ ユン 騒動、 また 広 

東 事変の 失敗に よ つ て 俺に は 熱狂 的 同志に 対して 俺自 

身に 課せられた 革命的 任務の 自覚が 眼 覚めた の だ。 お 

れ は 今暁 飛行機 で 香港に くると 陳独秀 の 革命的 遺産 を 

うけつい だの だ！ 彼は汕 頭に 落ち延びた。 俺 は 彼の 

詩人 的 行動 を 尊敬す る！ 俺 は 彼と 別れに のぞんで、 

ミケル ド. モンテ ニュの 「社会の 計画の 中庸 を 持し、 

運命的 施設 を 待つ」 の 一句 を 彼に 進呈した。 



を さして 歩いて 行った。 

ときわ 

一 ヶ月 後、 米 良は大 連の 常 盤 橋 通りの ユダヤ人の 経 

営す る カバ レット • バビロンで、 ロシ ァ 領事館の 書記 

ほうてん にせさつ 

の 支払った 奉 天 銀行の 贋札の 下で、 皺 だらけに なった 

しんぼう 

支那 紙 晨報を 拾い読み している うちに、 シィ • ファン- 

ュ ゥが 近く 蒙古 青年 貴族と 結婚し、 騎馬に よつ て 内蒙 

古に 出発す る 事実が 記事に なって いるの を 見出だす の 

であった。 

急に 部屋が 騒がしく なった。 坊主頭の ロシア 人の 

ジャズ. バンドが 演奏 を 始めた のであった。 踊 場の 



シ ャ ン デリ ャが 消えて 部屋が 薄暗くな ると、 踊 子 達が 

流行歌 を 低唱しながら ダンス を 始めた。 来 良の 三鞭酒 

の 杯に 氷山が 浮いて 彼の 心 は 冷たかった。 ふと 来 良 は 

ロシア 女の 踊 子 達の 踊 靴が 帝政 時代 そのままの 黒い 踵 

で 近代 を 象徴す るの を 見る のであった。 



それから 一年の 時日が 過ぎた。 古い 権力が 新しい 軍 

閥の 前で 倒潰した。 ソ ピエット. ロシアの 東方 政策 は 

根柢から 覆が えされ た。 リ— • シ— • ッ ワン は 政府 部 

内に あってい かに 彼の 歴史的 任務 を果 そうとす るので 



あろう か？ マダム . レム ブルダの オアシス はいまで 

は 相場師で 埋もれて はいない であろう か？ 生死 不明 

を 伝えられた 陳独秀 は モス コ —にいた がそれ からどう 

なった か？ 結婚した が 図星の 外れた シィ. ファン- 

ユウ は 最近 東京に 来て 来 良に 会った。 山の手の ホテル 

の 寝床の 上で 来 良 は 彼女に 片足 かけて いまでは 彼は資 

本 主義の 出鳕 目な 機構 を 利用し 成金に なって いた。 全 

てこの 国の 相場 は 金解禁と 支那 問題 を 目標に して 動い 

ている ので あるが 来 良 は 政府の 弱腰 をせ せら 笑いな が 

ら 惨落した 砂糖 株で しこた まもうけ た。 この 次 は 

ゥォ— ル 街に 電流 を 通じて 円価で 夥 しい 投機 を やる 
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